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　　　　　牛の ル ー メ ン よ り分離 した迦 § bovisを閑い た

　　　　　生澱粉の 直接乳酸発酵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山大学工学部　溝上恭平

【目的］濃厚飼料 （澱粉質飼料 ）を多給 した若令肥育牛 の ル ー メ ン 内か ら分離 し

た 乳酸菌 、
Streptec．occus 　 buvis　 No．148株が 強力 な 生澱粉分解能を持っ ア ミラ

ー セ を生 産 す る こ とを 認 め 、 主 に こ の 酵素の 作用特異性等 に つ い て 検討を 行 っ て

きた 。

しか し 、 本菌か 生澱粉 を直鍍糖化 して 乳酸を作 る 能力を持 っ て い る こ と に 注 目 し

て 、 こ の 発酵動力 学的解 析 を行 い 、 乳 酸を カ ル シ ウ ム 塩 等の 形で 短 時間で よ り高

濃 度に 効廓 よ く生 産 させ る発酵条件 シ ス テ ム を 確立 して 、 実用 に 供す る こ とを 目

的 と して 研究を行 っ た 。 本供試菌は世代交代時間が 8〜 10 分 と 、 増殖速度が 非

常 に 速 く澱 粉 を ホ モ 型 で L （＋ ）乳酸を 生産す る特長を禽 す る 。 即 ち 、 本菌が 菌体

外に 生産す る ア ミラ
ー セ に よ っ て 生澱粉を 直接糖化 して 乳酸発酵とが 並 行進行す

る の で
、 従来の 乳酸発酵 とは 異 な り 、 生 成糖 に よ る濃度阻害が抑え られ るの で 、

澱粉分解酵素 や 乳 酸 発 酵 お よ び菌体 自身 に と っ て も 、 そ れ ぞ れ最 大 の 能 力 を発揮

して 生 澱粉分解 と乳酸発酵が そ れ ぞ れ 速 や か に 進 行す る こ とが推察 さ れ る 。

　本菌株の 上記特性を活用 して コ ー
ン グ リ ッ ツ

、
キ ャ ッ サ バ や タ イ米 な どの 安価

な生 澱 粉原 料 を 用 い て 、 短時闘で 効率的 に 乳酸発酵 させ る最適 条件等に っ い て の

検討を行 っ た 。

藍方法及 び結果 】生澱粉試料の 滅菌 は0，1〜  ．3％ H2SO 　．iあ る い は 乳酸溶液中に
、

35℃ で 数 時間 浸 漬す る こ と に よ っ て 行 っ た 。 こ れ に 、 予め 滅菌 した CaCO 　ii （澱

粉原料 の 70％ 重量） とペ プ トン
、 酵母 エ キ ス 、 ミネ ラ ル 成分 を添加 し充分撹拌 し

て CO2 を 発生 させ た 後 、 菌を 接種し40℃ で pH6 ，0〜 6．8の 定pH条件下で 、 培養蔑

ご と回 転 （ ．2rpm）させ つ っ 嫌気 的 に 発酵を 行 っ た 。 生成 した 乳酸 は d−．　i−LDHに ょ

る 酵素法 、 及 び過 マ ン ガ ン 酸 カ リ滴定法で 、 消費澱粉量は 塩酸分解物をFLS法で 測

定 した 。 菌捧数は CO ：，を封入 した m 一 ル チ ュ
ー ブ 法に よ っ て ニコ ロ ニ

ー 数を カ ウ

ン トした 。

コ ー ン ス タ ー チ を ユ％ 添 加 した 場 合 、 発 酵は約 8 時間で 終了 し発 酵率は 100％ 、

乳 酸の 発酵歩合は 86％ に達 し、
ラ イ ス ス ij　一 チ を使用 した 場合 と殆 ど差異は な か っ

た 。 そ こ で 、 ラ イス ス タ
ー チ の 懸濁 量を 5％ に 増加 させ た 所 、 発酵終了 まで 約50

時間を要 し発酵率は 92％ 、 発酵歩合は7e％で あ っ た 。 さ らに 、 15％の 添加 、 発酵

ユ50時問後で 乳酸カ ル シ ウ ム 濃度が 4．5％ 、 発酵率が 55％ に まで 低 下 して い た 。 こ

れ は 高 濃度 澱粉の 懸 濁（15％ ）で は培地 中で 沈殿 層 が 形成 さ れ 、 反応 性を阻害 して

い るの で は な い か と考 え 、 こ れ に 澱粉緬を合わ せ た粒状の 精自米に 置換え て 霙験

を 行 っ た 。 そ の 結累 、 発酵初期で の 乳酸生成速度を 比べ る と精白米の 方が 約2倍
速 く、 乳 酸 カ ル シ ウ ム の 蓄積量 も約 2．5倍増加 して 11．0％ に な り 、 培地全体が 固

化 した 。 さ らに 精 白米量 を 25、 50g ／ 100ml培地 に す ると 、 そ れ ぞ れ 13。5％ 、 17．
7％ 濃度 まで 蓄積 され た （培養150畴間）。 ま売 、 本 菌の 生 澱粉発 酵能 を 嚢す た め 、

各発酵条件下に お け る生澱粉の 消化 や 乳酸生成の 比速度等 に つ い て も述べ る。

Lactate　fermentation　directly　from　non −cooke （葦　starch 　by　§璽鎚 童Ω≦⊇Ω聾釁

bovis　isolated　from　rumen 　bacteria．
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